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若かった1964オリンピックの東京
尾島　2020年の東京オリンピック

開催が決定しました。1964年の東

京オリンピックの時、私はまだ大学

院の学生で、東大の丹下研で代々木

のオリンピック国立屋内総合競技場

（現・国立代々木競技場）の設計をお

手伝いしておりました。その経験が

きっかけで、オリンピックにはかな

り関心を持ち続けてきたので、今回

の決定はすごくよかったなと思って

います。

長島　本当によかったですね。

尾島　改めて前回の東京オリンピッ

クの頃を振り返ると、東京は都市と

して本当に若かったですよね。色々

なものをこれからつくっていくとい

う時代で、まさに右肩上がりの成長
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が始まった頃でした。自動車はほと

んど普及していなかったですし、高

速道路もほとんど出来ていないし、

超高層建築もなかった。それが今は

膨大なストックが出来ています。三

菱地所が整備してきた丸の内エリア

も、見違えるような変化をしてきた

わけです。

長島　そうですね。

尾島　ただ、あれから50年が経過

していますので、そうした膨大な社

会資本ストックが、経年劣化なども

含めて、安全安心の面で本当に大丈

夫なのかを心配しています。

　少し前に、ミュンヘン再保険会社

のレポートで、ロサンゼルスを100

とした時の東京・横浜の自然災害

リスク指数が710.0と報告されたこ

とが話題を集めました。この指数は、

「災害危険度」「脆弱性」「危険にさ

らされる経済的価値」をかけ合わせ

たものですが、世界の各都市と比べ

て抜群に高い数字です。内閣府が発

表している首都直下地震の発生予測

では、M7クラスの地震が30年以内

に発生する確率が70％ほどと示さ

れており、それだけの地震が発生し

た時の損害額は95兆円とも言われ

ています。

長島　衝撃的な数字ばかりでした。

尾島　今度のオリンピックでは、海

外からたくさんの人々を迎え入れる

ことになるわけですが、安倍総理

が誘致活動の時に約束したように、

本当に安全安心を保証できるのか。

国交省でも「事業継続街区（BCD：

Business Continuity District）」とい

った言葉を出してきていますが、万

が一大規模な首都直下地震が発生し

ても、各地区の事業継続のために、

今の膨大なインフラストラクチャー

（下部構造）とスープラストラクチャ

ー（上部構造）を維持しなくてはな

りません。

　私はその辺のところを理解した上

で、準備を進めていかなければなら

ないと思っているので、これまで三

菱地所で丸の内の都市整備、それに

対する安全の確保ということに取り

組んでこられた長島さんに、ぜひお

話をお聞きしたいと思った次第です。

長島　分かりました。前回のオリン

ピックのことは語れないのですけれ

ど、私は1980年代から丸の内の都

市開発に関わらせてもらいましたの

で、それを振り返ってみます。

都市の安全安心と環境対策
長島　丸の内の都市整備は、日本都

市計画学会の「丸の内の新生」（1996

年、伊藤滋委員長）という提言を受

けて、大きく動き始めました。その

時は、東京の国際競争力が少し弱く

なってきていて、そのベース基地で

ある丸の内をまずどうにかしようと

いうことでした。インフラも含めて

見直さなければいけない時期だった

わけですね。

　尾島先生からも、その時に「風の

道」というお話をいただきました。そ

れがその後の東京駅前の広場整備や

行幸通りの再整備、それから八重洲

を含めた東京湾からの「風の道」整備

などにつながりました。

尾島　風の道の実現は、相当なご努

力があったかと思います。

長島　そうしたまちづくりの中で、

三菱地所として最初に着手したの

が丸ビルの建て替えでした。やはり

1995年の阪神・淡路大震災を受けて、

東京の代表的な業務エリアでいかに

安全安心を担保するか、時代と共に

いかに都市を更新していくかという

ことが、大きなテーマとなりました。

　インフラ関係では、三菱地所の子

会社に丸の内熱供給という熱供給会

社があります。最初は大規模な熱供

給システムを持ったベース基地をつ
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対談

くっていたのですけれど、供給開始

から40年以上が経過する中で、近

年はサブプラントを分散配置して増

強するなど、きめ細かな熱供給を行

なう形に切り替えてきています。

　我々としましては、そういうこと

をやりながら、世界に冠たる東京

の象徴の1つである丸の内エリアを、

次世代のモデルとして提示できるよ

うに、今日までソフトもハードも含

めて更新を続けて参りました。

　ですので丸の内は、そういう取り

組みの延長線上に2020年の東京オ

リンピックを迎えることになります。

尾島　丸の内は、丸ビル・新丸ビル

の再開発が注目を浴びましたが、そ

れだけではなく、民間の会社が、大

手町・丸の内・有楽町まで含めた、

いわゆる大丸有（だいまるゆう）地区

という大きなエリアで総合的に都市

づくりを進めてこられたというのが

大きな特徴だと思います。

　さらに、「風の道」については、地

域熱供給（地域冷暖房）プラントをネ

ットワーク化して高効率化しながら、

自然インフラの整備にも力を注いで

こられたということですね。使用さ

れた後のエネルギー、排熱を処理す

るのに、自然の風というのは非常に

有効な手段です。高層ビルが出来て、

密度が相当集中しても、発生する排

熱を自然の風が吹き飛ばしてくれま

す。自然のインフラをいかにつくる

のかということは、これからの大都

市問題なんですね。

長島　そうですね。

尾島　その点、東京駅の八重洲口側

はどうかと言いますと、実は私は中

央区のまちづくりに関わってきまし

て、将来の銀座を考えた時に、住

宅を充実していくのがいいと考え

て、まちづくりを進めてきました。

例えば銀座中央通りに面した敷地は、

20cm壁面後退すれば、高さを56m

まで緩和する、容積も緩和するとい

う新しい銀座のルールを、「街並み

誘導型地区計画」「機能更新型高度

利用地区」を活用してつくりました。

そのような方法で、銀座・日本橋・

京橋・八重洲まで、住宅の確保の誘

導も含めたまちづくりを進めてきた

のです。

　道路を拡幅すれば風の道もできま

すので、方向性としてはよかったの

ですが、このエリアでそのルール

を適用して容積が2倍になると、エ

ネルギー消費量が3倍近くになると

見込まれているんですね。ですから、

エネルギー平準化と省エネのための

地域のインフラを何とかしなければ

なりません。

　私としては、それをコージェネで

やりたいと考えています。原子力発

電のこれからを考えると、コージェ

ネをはじめとした分散型電源を導入

して、特に排熱の活用を考えたい。

中圧ガス管を使えば地震対策、BCP

（事業継続計画）対策としても有効で

す。そのシステムは日本橋でも三井

不動産が導入し始めています。

　ただ、その排熱を有効に使えない

と採算が合わないので、八重洲側に

熱供給のパイプラインのネットワー

クをつくりたいのですが、あのエリ

アはガス系と電力系の事業者の熱供

給地区が交互に並んでいて、蒸気と

温水という温熱供給の種類の違いも

あって、つなげるのが難しいんです。

　そこは、今度の2020年オリンピ

ックに向けて、取り組みたいテーマ

の1つです。それに合わせて、ゴミ

の焼却排熱はCO2 排出量がゼロと

評価できますから、晴海地区の中央

清掃工場からゴミ焼却排熱を持って

きたいと考えています。ただ、これ

はオリンピック期間中の清掃工場の

稼働状況がないという問題がありま

すので難しいのですが、先々も考え
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図1　日本橋・八重洲・京橋・銀座地区コージェネレーションシステム（CGS）プラント立地と蒸気ネットワーク図（提供：銀座尾島俊雄研究室）
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れば、やっておくべき事業です。

　また、BCP対策ということでは、

地下街なら洪水対策まで考えて、地

下に置かれている自家発電機や非常

用発電機を地上に持っていくことも

必要になってきます。

　それから、東京湾岸のオリンピッ

ク関連施設や、東京駅の八重洲側な

ど、人々が集中するところに、地域

の防災情報提供機能も兼ねたデジタ

ルサイネージをつくるという話があ

りますが、本当は災害時対策を指揮

したり、BCD情報を提供するオフ

サイトセンター（緊急事態応急対策

拠点施設）もその地域に整備してお

く必要があると思うんですね。

　そういったことを、何とかして

2020年のオリンピックまでに実現

していかなければと考えています。

オリンピックに向けた都市整備を
どう進めるか
長島　先生は今、かなり幅広く色々

な課題を上げられましたが、私は都

市のありようを、これからどのよう

に変えていくのかと考える時に、時

間設定として短期・中期・長期とい

う考え方があると思います。今回の

オリンピックまでの時間は、開催

まで6年しかありませんから、短期

ということになると思います。また、

オリンピックまでには解決できない

のだけれども、それを1つのきっか

けにして中期・長期に取り組んでい

くということも、同じくらい大切な

話ではないかと思うんです。

　そういう中で、まずは短期戦の中

でショーケース的に見せられる実験

的なまちをつくるということも考え

られます。

　これは東京の話ではありませんが、

先生にお世話になっている大阪の御

堂筋のプロジェクトでは、まさにこ

れからまちの賑わいと、新しい時代

の都市インフラというものをどのよ

うにしてトータルマネジメントして

いくかということを、今皆で勉強を

しているところです。

　オリンピックは東京で行なわれる

わけですが、世界から訪れる人々に、

ただオリンピックを見て帰ってもら

うだけではなく、日本中のいくつか

の実験的な都市づくりの取り組みと

いうものを見て知ってもらうという

ことも大事ではないかと思います。

尾島　長島さんは大阪市で特別参与

を務められていますので、御堂筋の

プロジェクトを一緒にやらせていた

だいています。あのプロジェクトは、

御堂筋と船場エリアを対象に、BCP

対策としてコージェネをオフィスビ

ルに入れて、その発電電力と排熱、

水と情報系を入れられる新都市イン

フラを整備するというモデルをやっ

てみようというものです。

長島　そうですね。

尾島　私は日本の熱供給事業のため

にも、新都市共同溝の必要性を考え

ています。やはり熱を効率的に供給

するためにプラントを大型化するの

みでなく、ガスの中圧管利用による

コージェネ（分散型電源）を入れて、

電力を供給するのと同時に、排熱を

上手に使えるようにする。これはヒ

ートアイランド対策としても意味が

あります。要するに上水系の供給イ

ンフラに対して、下水系の排熱処

理インフラですね。場合によっては、

これを下水道事業の一環としてやっ

てもらってもいいでしょう。

　省庁横断型の取り組みになるかも

しれませんが、下水道事業とうまく

組み合わせて、下水管の内側だけを

使わせてもらうようなことをやれば、

新しい熱供給のパイプライン敷設が

容易に出来ます。実際パリなどでも

下水道内に随分冷水配管が入ってい

ます。

　その範例を新しい国家戦略特区で

もいいし、大阪で先駆けて実現して

ほしいと思います。大阪で出来れば、

オリンピックを開催する東京でも整

備を進める機運が高まる可能性もあ

ります。また、2020年に間に合わな

いまでも、長島さんがおっしゃった

ようにそれをステップに、2030年

を目指して整備していくということ

でもよいと思います。

新都市インフラのモデルを見せる
長島　先ほど先生がご紹介ください

ましたように、私は今、大阪市の特

別参与をやっていまして、御堂筋の

プロジェクトの他、大阪梅田駅の北

ヤード2期の再開発、通称「うめき

た2期」にも携わらせていただいて

います。そこで皆と共にマスタープ

ランなど、色々な検討をしているの

ですが、その中で先生がおっしゃっ

たような新都市インフラも盛り込ん

で、できれば具体化していきたいと

いうことで、大阪市や関西経済界の

方が音頭を取って、関西電力や大阪

ガス、NTTといった従来のインフ

対談
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ラ事業者が検討を始めています。

　こういうものは、やはり最初のラ

ンナーを早く見つけて、モデルとし

て見せていき、普及のきっかけにし

ていくということが重要ではないか

と思います。

尾島　丸の内熱供給も限りなく新都

市共同溝に近いものをすでにやって

おられます。熱供給だから熱供給導

管だけの専用溝ということではなく、

災害時対策ということも含めて電力

の供給もしてほしいし、排熱や水や

情報系も入れるといったこともやっ

てもらうと、新しい共同溝の空間が

本当に生きるんですね。新しい都市

インフラとして、高度な都市基盤を

つくっていかなければならない時期

が来たと思います。

長島　先生にもご指導いただきまし

たが、国交省の先導的都市環境形成

促進事業ということで、行幸通りの

下を掘りまして、丸の内1丁目の熱

供給地区と2丁目地区の蒸気導管を

接続して、熱の融通を図りました。

その他にも丸の内パークビルにつく

ったセンタープラントに先端的なイ

ンバータターボ冷凍機を導入し、閑

散期にはそれだけを動かして他のプ

ラントが担当する冷熱需要も賄うと

か、様々な取り組みが始まっていま

す。一番の閑散期は丸ビルの地下に

設置したガスタービンの排熱のみで

熱需要を賄える時もあるくらいです。

需要がそれほどない時に、一番高効

率なものを動かして広範囲に熱を融

通できる導管ネットワークを構築す

ることが重要です。

　丸の内の地域熱供給プラントは、

最大能力の30％以下の負荷で稼働

させる状態が年間の約85%を占め

ます。そういう意味では、なるべく

高効率の機器に負荷を集約して、地

域全体をカバーするようにしたい

わけです（参考：本誌88号pp.18 〜

19）。丸の内熱供給の供給エリアの中

は、大手町、丸の内、有楽町の各地

区間で導管がつながりつつあり、熱

融通運転が可能になってきています。

さらには、先ほどのお話のように、

導管内に電気の自営線網を張ること

が出来ないかといった議論もあるよ

うです。

尾島　電力だけではなく水と情報系

のインフラも入れられれば、スマー

トシティとしての整備も可能ですね。

長島　そうですね。

カギは排熱のCO2評価
長島　現在、大手町地区で、パレス

ホテルの隣の街区の建物が建て替え
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図2　大阪御堂筋におけるCGS/BCP自立分散型エネルギーシステム概念図と、新都市共同溝標準断面図（提供：銀座尾島俊雄研究室）
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中なのですが、そこに約3,000㎥の

貯留槽・浄化槽をつくりまして、皇

居のお濠の水を浄化して戻すという

ことを進めています。これは都市再

生特区の貢献要素の1つとして評価

していただいたものです。

尾島　そのお話は、30年前に三菱

地所と勉強会をしたことがありま

したね。当時は夢物語だったけれど、

今や現実になりつつあるわけですね。

長島　最近実感するのですが、かつ

ては建築単体が対象だったものが、

今やまち単位になってきて、様々な

開発・再開発の場面で、スマートシ

ティやエネルギーの融通などがテー

マとして上がるようになってきてお

ります。

　大丸有地区でも、今はコージェネ

の導入が防災の観点から計画立案の

時に相当議論されて、実際にいくつ

か入ってきているようです。計画中

の案件でも、ピーク電力の1/5程度

の能力ですが、採用されそうなもの

があると聞きました。

尾島　非常用発電機を常用化してコ

ージェネ化するということですか。

長島　非発兼用機を入れて、ビルの

対談

中の電力として使おうと考えられて

いるようですね。

　そうした中で、例えば非常時にビ

ルの中に人がいなければ、そのビル

のコージェネで近隣のビルに“お助

けの電力供給”をするといったアイ

デアも出ているそうです。容量がそ

んなに大きくなくても、周辺ビルへ

の電力融通の可能性を考えれば、コ

ージェネの導入はさらに前向きに捉

えられるように思います。

尾島　それはぜひ進めて頂きたいで

すが、導入する発電機を常用化する

と排熱が出続けるので、その排熱を

うまく使うためのフィールドがない

といけないんですよね。

長島　そうですね。そういう意味で

は、大丸有地区は丸の内熱供給がそ

の熱を受け取るという前提で考えら

れています。

　ただ、排熱は余った熱を受け取る

ということで地球環境的には無駄が

ないよい話なのですが、ビル事業者

所有のコージェネの排熱を他社であ

る丸の内熱供給が受け取ると、その

CO2排出削減効果の評価がよくない

んですよね。

尾島　コージェネの排熱は、ゴミ焼

却排熱と同じように、CO2排出量を

ゼロにカウントするということでよ

いように思いますね。それが出来れ

ば、だいぶ状況が変わりそうです。

長島　そうなんです。喜んで排熱を

受け入れるところが出てきますから、

コージェネを導入する人が増えて来

ると思います。

尾島　それもぜひ特区などで範例を

つくりたいですね。

長島　まちづくりのコンセプトとし

て、経済性と防災性と快適性と知的

生産性、あとはCO2 排出削減とい

うことで環境性。この複数のテーマ

を同時に両立させる都市づくりに貢

献していきたいということがござい

ます。防災と環境を両立させるとい

うのが、これからの都市が目指す方

向の一つだと思います。

尾島　私も昔からリメイクしながら

言い続けていることですが、とうと

うそれを実現したい、実現するとい

うお話を聞かされる側になったよう

です。嬉しいお話ですね。

　今日はありがとうございました。


